
2019～2020年度 No.1

第 ４ 回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

出　席　者 ○ 伊賀保夫ｶﾞﾊﾞﾅｰ ○ L進藤義夫第1副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ ○ L中井正力第2副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ

○  L　池田 和司　委員長 ○  L　中野 克行　副委員長 ○  L　山本 康弘　副委員長

○  L  瀧川 清人 副委員長 ○  L　山本 和夫　委員 ○  L　緒方 孝則  委員

○  L　鳥居 勇  委員 ○  L　脇村 孝友  委員 ○  L　権藤 理俊　委員

欠  L　高島 誠　委員 欠  L　吉田 なつみ  委員 ○  L　横山 荘司  委員

○  L　西山 和範  委員 ○  L　阿部 清彦  委員 ○  L　家喜 凱雄  委員

○  L　有賀 靖典　委員 ○  L　伊藤 一美　委員

欠  L　山浦 晟暉 ○  L　田中 貴一 欠  L　元田 秀治

○  L　吉田 宗一郎 ○  L　大石 誠 ○  L　竹本 裕美

1 開会挨拶 Ｌ 山本 康弘

2 委員長挨拶 Ｌ 池田 和司

挨拶　330-A地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ 伊賀保夫

　　　　第1副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ Ｌ 進藤義夫

　　　　第2副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ Ｌ 中井正力

　　　　ＬＣＩＦｴﾘｱﾘｰﾀﾞｰ（東日本担当）元地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ・名誉顧問 L 大石 誠

3 審議

4 閉会挨拶 Ｌ 中野 克行

今日は５つの議題について前向きな検討及び議論を進めて頂きたい。

法人化推進委員会

 L　池田 和司

　２０１９年 １０月２８日　月曜日　　　　１５　時　３０　分　～　１７ 時　００　分

東京富士カラー ７階会議室

　出席オブザーバー

次　　　第 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　副委員長 Ｌ 山本康弘

議　　　題 審議経過事項の概要

Ｌ 池田委員長挨拶

伊賀保夫ガバナー挨拶

代議員総会を１月に開催する案は代議員数の確定、予算、日程的に難しいため、

４月の年次大会に於いて開催する方針としたい。

第１副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ　Ｌ 進藤義夫挨拶

第２副地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ　Ｌ 中井正力挨拶

法人化は重要な案件のため、当委員会でじっくりと十二分に議論して頂きたい。

法人であることが社会的信用なので法人化は喫緊の課題であり、早急に法人化を進

※出欠返信が未着のメンバーは空欄としております。

めて頂きたい。ガバナーチームでは法人化に対する意見は前向きに一致している。



1

Ｌ中井第2：業務分担が解りにくい。１本化出来ない理由を教えて欲しい。

　　　　　　　 会則に基づいて業務振り分けを行えば良いのではないか。

Ｌ池田：複合地区会則や国際会則などの縛りのため一本化出来ない業務がある。

2

伊賀G：この委員長報告書の資料でキャビネット会議の承認を取らなければならな

いので、分かりやすい資料を作成して頂きたい。

伊賀G：10月7日ガバナーチームと支援会打合わせ時には返還時期は決めなかったが、

　　　　　今期中に預託金を返したいと思っている。時期は法人化承認後でも良い。

上記のほか預託金の返還時期について委員各位の意見を踏まえて採決を行い

賛成多数で法人化承認後に返還する方針に決定した。

議　　　題

No.2

審議経過事項の概要

LCIFエリアリーダー(東日本担当)元地区ガバナー・名誉顧問　L大石誠 挨拶

全日本レベルでは法人化に向けて取り組みが始まっている。専門的なメンバーの意見が

重要になってくるので引き続き検討をよろしくお願いしたい。

新法人とキャビネット事務局の業務区分について

Ｌ中野副委員長より資料説明の後、主に以下の議論がなされた。

Ｌ竹本：勉強会とは何を指すのか。Ｌ進藤：ＺＣ、ＲＣなどの勉強会ではないか。

Ｌ山本：基本的な330-A地区の方針や運営は新法人でやるのではないか。

　　　　　費用が掛かるが予算的なことはどうするのか。

Ｌ山本：管理運営は新法人で決議機関は330-Aの方が説明しやすいのではないか。

Ｌ池田：次回の委員会に業務区分の詳しい内容の改訂版を出す方針としたい。

Ｌ中井：お金の動きで新法人の業務区分を考えた方が良いのではないか。

Ｌ池田：法人化に着いての図案化についてＬ山本委員に対応頂きたい。

Ｌ中野：会費は新法人で集めて330-Aにお金を出したら良いのではないか。

Ｌ池田委員長の報告資料説明の後、主に以下の議論がなされた。

Ｌ中井第2：預託金の返還は法人化承認の後で良いのではないか。法人化が出来なくて

　　　　　　　330-A地区支援会が残ったらどうするのか。

Ｌ池田：330-A地区支援会と合併して新法人となる。支援会では預託金の返還時期は

　　　　　出来るだけ早く返した方が良いという意見が多かった。早く返したいという

11月18日第2回キャビネット会議での当委員会対応について

　　　　　伊賀Gの意向もあるので先ずは早く返還するべきと思っている。



3

という意見が多かったが、再度検討を行い以下の主な意見があった。

Ｌ山本：「ライオンズ東京地区」の方が語呂が良いと思う。

Ｌ横山：「ライオンズ東京エリア」が良いと思う。

Ｌ進藤第1：第３回キャビネット会議までに名称は決めた方が良い。

上記のほか委員各位の意見を踏まえて継続審議となった。

4

Ｌ進藤第1：専務理事を２名にして第１副地区、第２副地区とし、前ガバナーは

　　　　　　　 常務理事が望ましい。幹事団の構成と統一した方が良いのではないか。

5

組織規定及び役員候補者規定案について

Ｌ阿部委員より更新資料（３ページ１４条、５ページ２条２項など）について

その他

No.3

議　　　題 審議経過事項の概要

新法人の名称について

前回委員会に於いて複数案の中で「一般社団法人東京地区ライオンズ」が好ましい

説明がなされた後、以下の主な意見があった。

Ｌ山本：第３条の定時総会は１回で良いのではないか。

　上記のほか委員各位の意見を踏まえて継続審議となった。

新法人運営のための委員会を新たに組成すると、幹事団と指揮系統が２系統になる

ため、運営に混乱を招く可能性があるという意見がＬ竹本アドバイザーよりなされ、

Ｌ 池田委員長より、法人運営委員会は選択肢の一つであり決定事項ではないとの

回答があった。

次回委員会日程と開催場所について

１２月５日(木）１６時よりキャビネット事務局 大会議室にて開催する。


